




駅中コンテナマルシェ

駅には、食べ物や衣類、雑貨や工業製品など多種多様
な物が貨物列車で運び込まれます。

各コンテナに梱包された荷物は、すぐその場で積み下ろ
され、コンテナSHOPとして駅構内に並べられます。

生鮮食品は早朝から販売され、駅構内の「朝市」として
賑わいます。

様々な地域産品や季節品が並べられ、駅を利用する方々
の需要に応じた商品が立ち並ぶ。

営業時間は、商品の特性にあった時間帯で営業します。
各コンテナごとに自由に設定し、陳列する

閉店したお店のコンテナは貨物列車に積込み、各地域
に向けて出発し、再び荷物を載せて駅に戻って来ます。

昼間にはキッチンカーの様なキッチンコンテナも立ち
並び、飲食ブースとしても利用されます。

駅中でそのまま店舗化されたコンテナSHOP
「駅中コンテナマルシェ」を開催
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コンテナSHOPの概要

夜は、通勤、通学で駅を利用する人達が、帰り道に立ち
寄る事ができます。

・10ft～20ft規格の軽量コンテナをベースにします。
・内部の棚や什器は取り外し可能。出店者の用途に合わせて柔軟に変更出来ます。
・コンテナ自体が“展示ケース”にも“厨房”にも“ショップ”にも変化します。

物流

モジュール化されたコンテナ店舗

10ftコンテナ（小規模店舗・物販向け）
・駅ナカの限られたスペースに最もフィット
・単体で「小規模屋台」「展示棚つき物販」として成立
・取り回しが容易で、複数並べれば“屋台村”のような回遊空間を形成

コンテナの種類と用途

20ftコンテナ（標準。飲食・クラフト販売に適）
・もっとも利用される代表的モジュール
・駅中では「物販＋軽飲食」や「地域ブランドショップ」に適
・2ユニット連結でカフェやワークショップ空間にも展開可能
ハイキューブ（HC）20ft
・天井が高く、開放感のある空間づくりに効果的
・照明・サイン・吊り展示などの設置自由度が高い
・特設展示、人気商品の“主張する店”に最適
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